
 

保健体育科 調査研究報告書 

 書 

 名 

観 

点 

東京書籍 中学校 保健体育「新編 新しい保健体育」 

２東書 保体・７２５ 

取 
 

扱 
 

内 
 

容 

○ 保健分野については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるように

なっている。 

・「心身の機能の発達と心の健康」については、異性に対して求めることをチェッ 

クしたり、ストレスに適切に対処する方法について考えたりする活動を通して、 

心身の機能の発達と心の健康の理解を深める。 

・「健康と環境」については、部屋の空気が汚れているときの状況を発表し合った 

り、水道普及率と水による感染症患者数の変化の理由を考えたりする活動を通し 

て、健康と環境の理解を深める。 

・「傷害の防止」については、地震が起きたときの一次災害や二次災害を話し合っ 

たり、夜間における犯罪被害の危険を予測したりする活動を通して、傷害の防止 

の理解を深める。 

・「健康な生活と疾病の予防」については、健康診断を受ける意義について話し合 

ったり、薬物の使用を思いとどまらせるための説得の方法を考えたりする活動を 

通して、健康な生活と疾病の予防の理解を深める。 

 

○ 体育分野については、互いに楽しむために相手が納得できるようなルール変更を 

提案し合ったり、自分や友達の経験や資料をもとに、けがをしやすい部位を考えた 

りする活動を通して、運動やスポーツが心身に与える効果と安全の理解を深めるな 

ど、目標を達成できるようになっている。 

 

○ 知識・技能の習得、活用、探究への対応については、次のような学習活動が取り 

上げられている。 

・保健分野において、危険を避け、安全を確保するために、それぞれの自然災害の 

危険を知り、事前の備えや避難の方法を考える活動 

・体育分野において、オリンピックに参加した選手数の推移や女性の参加に関する 

歴史、開催都市の変化を考える活動 

 
排
列
、
分
量
等 

内
容

の
構
成

・ 
 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・保健分野において、小学校で学習した思春期の体の変化を振り返る学習の後に、 

ホルモンの働きや生殖機能の発達を取り上げるなど、系統的・発展的に学習でき 

るような工夫 

・体育分野において、第１学年で学習した運動やスポーツの必要性を踏まえ、体力 

向上や運動技能の維持・向上、各器官の機能の発達を取り上げるなど、系統的・ 

発展的に学習できるような工夫 

 

○ 内容の分量については、保健分野については129ページで前回より約７％増、体育 

分野については44ページで前回より約26％増、総ページ数は173ページで前回より約 

11％増となっている。（Ｂ５判からＡＢ判に変更） 

使
用
上
の
配
慮
等 

○ 学習意欲を高める工夫については、次のようになっている。 

・助産師のメッセージなど章末資料として掲載している。 

・学習を深める「読み物」や「保健体育クイズ」を掲載している。 

 

○ 主体的に学習に取り組むことができるような工夫については、次のようになって 

いる。 

・「やってみよう」、「生かそう」において、学習課題を提示している。 

・学習のヒントやポイントを伝えるキャラクターを掲載している。 

 

○ 使用上の便宜については、次のようになっている。 

・巻頭でブレインストーミングやロールプレイングなどの学習方法や留意点を掲載 

している。 

・一単位時間の学習内容のキーワードや解説を掲載している。 

・全ての生徒が学習しやすいよう、判読しやすいフォントにするなど工夫されてい 

る。 

そ の 他    



 

保健体育科 調査研究報告書 

 書 
 名 
観 
点 

大日本図書 中学校 保健体育「新版 中学校保健体育」  
４大日本 保体・７２６  

取 
 

扱 
 

内 
 

容 

○ 保健分野については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるように 

なっている。 

・「心身の機能の発達と心の健康」については、異性に対する尊重した接し方を考

えたり、見方を変えて前向きに取り組む計画を立てたりする活動を通して、心身

の機能の発達と心の健康の理解を深める。 

・「健康と環境」については、暑いなかで運動するときに気を付けることをまとめ

たり、学習内容を踏まえ一酸化炭素中毒の事故を防ぐ方法を考えたりする活動を

通して、健康と環境の理解を深める。 

・「傷害の防止」については、住んでいる地域で起こりやすい自然災害について考

えたり、様々な外傷の応急手当の方法を実習したりする活動を通して、傷害の防

止の理解を深める。 

・「健康な生活と疾病の予防」については、運動不足の影響や運動の効果などを考

えたり、飲酒や薬物乱用の明確な断り方について実習をしたりする活動を通して、

健康な生活と疾病の予防の理解を深める。 

 

○ 体育分野については、運動やスポーツが行われるために必要な様々な人々のかか 

わり方を考えたり、いろいろな運動やスポーツにおける技術や作戦・戦術をそれぞ

れまとめたりする活動を通して、運動やスポーツの多様性の理解を深めるなど、目

標を達成できるようになっている。 

 

○ 知識・技能の習得、活用、探究への対応については、次のような学習活動が取り

上げられている。 

・保健分野において、夜間における危険な場所や要因、危険をさける行動など、犯

罪被害の防止方法を考える活動 

・体育分野において、新体力テストの結果を参考にして、高めたい体力に応じた運

動やスポーツの計画を立てる活動 

 

排
列
、
分
量
等 

内
容

の
構
成

・ 
 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・保健分野において、小学校で学習した男女の身長の伸び方の特徴を振り返る学習

の後に、中学生の時期の第２発育急進期を取り上げるなど、系統的・発展的に学

習できるような工夫 

・体育分野において、第１学年で学習した運動やスポーツの必要性と楽しさを踏ま

え、豊かな人生を送り、よりよく生きる文化としてのスポーツの重要性を取り上

げるなど、系統的・発展的に学習できるような工夫 

 

○  内容の分量については、保健分野については113ページで前回より約８％増、体育 

分野については46ページで前回より約10％減、総ページ数は159ページで前回より約 

２％増となっている。 

使
用
上
の
配
慮
等 

○ 学習意欲を高める工夫については、次のようになっている。 

・知識を深める関連資料を章末資料として掲載している。 

・学習内容に関連した「トピックス」を掲載している。 

 

○ 主体的に学習に取り組むことができるような工夫については、次のようになって 

いる。 

・「考えよう」、「学習を活かして」において学習方法を提示している。 

・学習内容に関連するページを「リンク」として掲載している。 

 

○ 使用上の便宜については、次のようになっている。 

・各章の最初のページに学習の課題や見通しをもつための学習の流れを掲載してい

る。 

・けがを防止するためのポイントを「注意」マークで提示している。 

・全ての生徒が学習しやすいよう、判読しやすいフォントにするなど工夫されてい

る。 

そ の 他   
 

 



 

保健体育科 調査研究報告書 

 書 

 名 

観 

点 

大修館書店 中学校 保健体育「保健体育」 

５０大修館 保体・７２７ 

取 
 

扱 
 

内 
 

容 

○ 保健分野については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるように 

なっている。 

・「心身の機能の発達と心の健康」については、年齢による身長の変化について考

えたり、成功の経験を通して育まれた自分らしさを話し合ったりする活動を通し 

て、心身の機能の発達と心の健康の理解を深める。 

・「健康と環境」については、環境が健康に悪影響を及ぼしている身近な例を挙げ 

たり、井戸水の汚染があった場合の健康上の影響を話し合ったりする活動を通し 

て、健康と環境の理解を深める。 

・「傷害の防止」については、倒れている人を見付けたときの適切な行動を考えた 

り、自分と家族のための防災計画を立てたりする活動を通して、傷害の防止の理 

解を深める。 

・「健康な生活と疾病の予防」については、たばこの広告のイメージなどを考えた 

り、薬物の害について話し合ったりする活動を通して、健康な生活と疾病の予防 

の理解を深める。 

 

○ 体育分野については、安静時の自分とマラソンランナーの心拍数の違いについて 

考えたり、野外活動を安全に行うために、行動ごとの危険な状況を予測したりする 

活動を通して、運動やスポーツが心身に与える効果と安全の理解を深めるなど、目 

標を達成できるようになっている。 

 

○ 知識・技能の習得、活用、探究への対応については、次のような学習活動が取り 

上げられている。 

・保健分野において、特定の食物による食物アレルギーの症状やアドレナリン自己

注射薬の使い方など応急手当の仕方を考える活動 

・体育分野において、種目を決め、仲間を思いやりながら協力して、誰もが納得し

て楽しめるルールをつくる活動 

 
排
列
、
分
量
等 

内
容

の
構
成

・ 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。  
・保健分野において、第１学年体育分野で学習した運動やスポーツの効果を振り返  

る学習の後に、運動不足の影響や運動と心の健康などを取り上げるなど、系統的・

発展的に学習できるような工夫  
・体育分野において、第１学年で学習した運動やスポーツの学び方を踏まえ、達成  

感や意欲の向上などの運動やスポーツの心への効果を取り上げるなど、系統的・ 
発展的に学習できるような工夫  

 
○  内容の分量については、保健分野については123ページで前回より約14％増、体育

分野については42ページで前回より約19％減、総ページ数は165ページで前回より約

３％増となっている。  

使
用
上
の
配
慮
等 

○ 学習意欲を高める工夫については、次のようになっている。 

・欄外に、その項目に関連したインターネットページを掲載している。 

・学習内容に関連した「コラム」を掲載している。 

 

○ 主体的に学習に取り組むことができるような工夫については、次のようになって 

いる。 

・「Try」、「Challenge」において、学習課題を提示している。 

・各章の最後に「学習のまとめ」のページを掲載している。 

 

○ 使用上の便宜については、次のようになっている。 

・巻頭で学習の流れやマークの解説を示した教科書の使い方や学習の方法を掲載し 

ている。 

・図版の中の大事なポイントを吹き出しにして示している。 

・全ての生徒が学習しやすいよう、判読しやすいフォントにするなど工夫されてい

る。 

そ の 他    



 

保健体育科 調査研究報告書 

 書 

 名 

観 

点 

学研 中学校 保健体育「新・中学保健体育」 

２２４学研 保体・７２８ 

取 
 

扱 
 

内 
 

容 

○ 保健分野については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるように 

なっている。 

・「心身の機能の発達と心の健康」については、望ましい発育・発達に必要なこと

を話し合ったり、自分の気持ちを上手に伝える言葉や表情を考えたりする活動を

通して、心身の機能の発達と心の健康の理解を深める。 

・「健康と環境」については、人間の適応能力を超えた環境の例を挙げたり、身近

な環境である校内の色々な場所の照度を測定したりする活動を通して、健康と環

境の理解を深める。 

・「傷害の防止」については、日常生活の様々な場面における危険の要因を予測し

たり、けが人を発見した場合に通報する実習をしたりする活動を通して、傷害の

防止の理解を深める。 

・「健康な生活と疾病の予防」については、１日の食生活例をもとに改善方法を考

えたり、たばこや酒、薬物を誘われたときの断り方を話し合ったりする活動を通

して、健康な生活と疾病の予防の理解を深める。 

 

○ 体育分野については、バスケットボールにおける課題を解決する別の練習方法を 

考えたり、オリンピック･パラリンピックに対する自分なりのかかわり方を発表し合

ったりする活動を通して、運動やスポーツの多様性の理解を深めるなど、目標を達

成できるようになっている。 

 

○ 知識・技能の習得、活用、探究への対応については、次のような学習活動が取り 

上げられている。 

・保健分野において、インターネットの使用について、長時間の使用による疲労や

インターネット依存による悪影響を調べる活動 

・体育分野において、スポーツが環境に及ぼす影響や環境の変化がスポーツに及ぼ

す影響について調べる活動 

 

排
列
、
分
量
等 

内
容

の
構
成

・ 
 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・保健分野において、小学校の社会科で学習した公害の原因を振り返る学習の後に、 

汚染物質と健康の影響や対策を取り上げるなど、系統的・発展的に学習できるよ 

うな工夫 

・体育分野において、第１学年で学習したスポーツへの多様なかかわり方を踏まえ、

伸びやかな自己開発の機会などのスポーツの文化的な意義を取り上げるなど、系

統的・発展的に学習できるような工夫 

 

○ 内容の分量については、保健分野については132ページで前回より約23％増、体 

育分野については51ページで前回より約31％増、総ページ数は179ページで前回より

約23％増となっている。 

使
用
上
の
配
慮
等 

○ 学習意欲を高める工夫については、次のようになっている。 

・各章の扉で、学習内容に関連した職業や資格などを掲載している。 

・学習内容に関連した「コラム」を掲載している。 

 

○ 主体的に学習に取り組むことができるような工夫については、次のようになって  
いる。 

・「ウオームアップ」、「探究」において、学習課題を提示している。 

・「活用しよう」で生活と結び付いた活動を提示している。 

 

○ 使用上の便宜については、次のようになっている。 

・巻頭で目標及び活動の内容など、一単位時間の学習の流れや学習方法を掲載して

いる。 

・実習や協働学習など学習活動の種類を掲載している。 

・全ての生徒が学習しやすいよう、判読しやすい図表や配色にするなど工夫されて

いる。 

そ の 他    

 


